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成人の学習行動の分析に関する基礎的研究（Ⅰ）
－御殿場市における生涯教育調査を中心として－

AStudyontheAnalysisofLeamingActivitiesofAdults（1）

－BasedontheSurveyOfthe Life－long EducationinGotenba－

角替弘志・馬居政幸

HiroshiTsUNOGAE andMasayukiUMAI

（昭和58年10月11日受理）

1．研究の背景と意図

「複雑に変化する社会環境の中で，国民の一人一人が各人の様々な生活課題に応じて必要な

学習を行い，それぞれの個性・能力を伸ばし，生きがいのある充実した生活を享受できるよう

にすること」は緊要な課題であると考えられている（中央教育審議会「生涯教育について」昭

和56年6月答申）。我が国においては「個人が人生の比較的早い時期に得た学歴を社会がやや

もすれば過大に評価する、いわゆる学歴偏重の社会的風潮」が顕著にみられ，学校教育に対し

ては極めて強い関心が向けられている。しかし，今日のような変化の激しい社会にあっては，

「学ぶ」ということが，学校を卒業することによって終るものではないという理解も急速に広

がりつつある。人々は「あらゆる年齢層にわたり，学校はもとより，家庭，職場や地域社会に

おける種々の教育機能を通じ，また，各種の情報や文化的事象の影響の下に，知識・技術を習

得し，情操を培い，心身の健康を保持・増進するなど，自己の形成と生活の向上とに必要な事

を学ぶ」（同前）と認識するようになり，それゆえに，「自己の充実・啓発や生活の向上のため，

人々が各人の自発的意思に基づいて自ら選んだ自己に適した手段・方法によって，生涯を通じ

て学習を行うこと」（生涯学習）の必要が強く感じられるようになっている。生涯教育は「生涯

学習のために，自ら学習する意欲と能力を養い，社会の様々な教育機能を相互の関連性を考慮

しつつ総合的に整備・充実しようとする」こと（同前）であるとされるが，このような課題に

対処するために教育制度を具体的にどのように構築すべきかが多面的に検討されなければなら

ない。

生涯学習（生涯教育）が今日求められる理由としては「激変し国際化する現代社会を生き抜

くため一知的生産力の向上と技術革新」「現代文化を享受し，生活の充実感を高めるため一生活

の余裕と選択範囲の拡大」「人々とのより緊密な結びつきを育てるために－コミュニティの形成

と人間性の回復」があげられる（静岡県生涯教育研究懇談会「本県における生涯教育のあり方

について」昭和52年9月）。このような教育的要請に対しては，単に各種の学校を増設し多様

な社会教育施設を各地に配置することだけで対処できるわけではない。成人の学習要求が各人

の置かれた状況に応じて極めて多様なものになっているだけでなく，都市化，職業の専門化，

職住分離化，核家族化等の進行の中で人間形成に果す機能的教育の占める位置は低下しており
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（家庭，地域社会の教育機能の低下），従来は意図的・計画的に行うことなど考えられなかった

面についても，意図的・組織的に教育を行うことが必要とされてきているのである。

生涯教育的視点に立って教育機会を制度的に整備するためには，人々の教育に対する期待が

明確にされていなければならない。しかし，現実には子弟に対する教育のみならず，自らの教

育に対しても，人々は大きな期待を持っていると考えられるにもかかわらず，その期待が具体

的にどのようなものであるかは必ずしも明確にとらえられていない。また，教育概念が拡大さ

れてきている状況の下で，人々は自己自身の形成にとってどのような教育が意味を持つかを十

分に自覚的に把握しているとは言えない状態もみられる。現象的には高齢者を含め多くの成人

が学習の意欲を示し，実際にさまざまな学習活動に参加している。我が国においては「国民の

多様な学習意欲の高まりや教育に対する強い関心・要求に対応して，それを充足する様々な学

習機会が提供されている」（中央教育審議会「生涯教育について」）と述べられてもいる。ただ，

このような現象がみられるから教育機会は十分に適切に用意されているということにはならな

い。むしろ，このような現象を手掛りに，人々の中にみられる学習意欲や実際に行った学習活

動の分析を通して，人々の生涯学習に対する意思や生涯教育に対する期待が明確にされ，それ

が教育機会の制度的充実・整備に生かされなければならないと言えるのである。

本研究は，御殿場市における「生涯教育に関する意識調査」に基づき，人々の学習に対する

期待や意思（学習意思）を，主として学習行動の分析とその類型化によって明らかにしようと

したものである。学習意思を全体的に把握するためには（学習意思は必ずしも本人によって意

識され自覚されているとは限らない，意識されないまま潜在している場合もある），学習条件（生

活条件，情報獲得条件，情報処理条件等），学習機会（学校，社会教育施設，社会教育関係団体，

文化団体，体育団体，有志団体〈サークル活動〉，職場，情報媒体等），コミュニティ活動（地

域組織，地域活動・行事，ボランティア活動等）の面から総合的に見なければならないし，ま

た学習意思の構造をとらえるためには，学習活動への参加の実態，学習の必要性についての意

識，学習に対する意欲（顕在している学習希望，潜在している学習希望）について検討するこ

とが必要である。そのことからすれば，本稿は学習意思の基礎的部分についての検討であると

いうことができる。

なお，本研究においては「学習」の意味を広く理解しようとした。一般に教育研究の中では，

「学習活動」は「知識・技術等を身につけるために何かを学ぶこと」と説明される。体系的に

継続して何かを学ぶことが「学習」という言葉には最もかなっているように感じられる。しか

し，「学習」が能力の伸長や態度の変容をもたらすものであるとすれば，体系的・継続的学習（狭

義の学習）だけが「学習」ではなくなる。ことに成人においては狭義の学習の機会を持つこと

は極めて限られる。それにもかかわらず，成人期になって人格の円熟味が増すといわれるよう

に，能力の伸長は見られるのである。家庭生活を営み，職業にたずさわり，地域活動に参画し

ている中で，多くの「学習」を積重ねているということができる。ただ，あまりにそのように

広げると，あらゆる生活の場面が学習の場面になってしまう。学習機会を設けるということは

職業に没頭することでも，日常生活を真剣に営むということでもない（そのことは教育的に極

めて重要であるが）。ただ，職務にかかわる研修をすることや視察をすること，家庭生活の問題

を話合ったり，地域の様々な問題を改善するための相談をしたり，その結果を評価しあったり

することは，たとえそれが体系化されず継続的に行われるものでないにしても，広い意味で「学

習」と考えることが適切であると思われるのである。生涯教育は生涯にわたる人格形成と一体
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になったものであり，その意味で学習機会や学習行動も広くとらえられる必要があるのである。

2．調査の概要

1）調査の内容

上記の意図にもとづき，我々は次の4領域からなる質問を設定した。

（∋　学習行動

まず成人の「学習行動」の実態を明らかにするため，上述したように一般に成人が行うと思

われる広義の学習場面を30項目（表2－1）用意し，それぞれの項目について，昨年一年間の

行動の有無を設問した。

表2－1「学習行動に関する質問表」

Ⅰ昨年1年間にあなたは、次のことをしま

てはまる番号に○をつけて「さい。

したか。それぞれについて、あ

1・家庭教育学級、青年学級、父親芋級、婦人学級、
高齢者学級などの学級に参加しましたか。………1．はい　2．いいえ

2．先牛について習いごと（華道、茶道、謡曲など）を
しましたか。 1．はしゝ　2．いいえ

3．図書館に行き圭したか。（どこの図書館でも、ど
んな目的でもかまいません。）…………・＝…………1．はい　2．いいえ

4・テレビやラジオの教育番組などを利用して、つづ

けて何かを勉強しましたか。………………・・‥‥…1．はい　2．いいえ

5．通信教育を利用して、つづけて何かを勉強しまし
1．はい　2．いいえ

6・民間のかしチャー・センターで勉強しましたか。1．はい　2．いいえ

7．免許や資格（自動車、珠算、簿記、保母、など）を
取るために個人で勉強しましたか。………………1．はい　2．いいえ

8．免許や資格（日動車、珠算、簿記、保母、など）を
得るために学校に通いましたか。…………………1．はしゝ　2．し小え

9．職場や自分の属している団体（農協、婦人会、青年
団など）の研修会・講習会に参加しましたか。…1．はい　2∴小え

川・研修や視察のための旅行をしましたか。…・＝…1．はし－　2．いいえ

11．講演会に行きましたか。（どんな内容の講演でも
かまいません）

12．音楽会や演劇（芝居）舞踊などの会（歌謡曲やロッ
ク、民謡などどんな内容のものでもかまいません）
に行き圭したか。

13．展覧会に行きましたか。（どんな展覧会でもかま
しゝません）

1．はい　2．いいえ

1．はしゝ　2．いいえ

1．はし）2．いいえ

14・スポー、ソの試合の観戦にでかけましたか。（どん

な競技でもかまいません）・……………………‥‥・1．はい　2．いいえ

15・美術館や博物館に行きましたか…………………1．はい　2．いしゝえ

16・個人やグループ・団体で文化祭や音楽会や演劇
会、放送などに出場（出演）しましたか。（どこで開

かれたものでも、プラス、フォーク、民謡、落語
など、なんでもかまいません）……………‥・…・‥ 1．はい　2．いいえ

17・展覧会や文化祭などに臼分の作品を出品しまし
たか。（どこで開かれたものでも、絵画こ‾‾善道、写
真、洋裁など、どんな分野の作品でもかまいませ

1．はし－　2．いいえ

18・俳句、短歌、随筆など自分で書いたものを同人誌、

雑誌、新聞などに発表しましたか。………………1．はい　2．いいえ

19・個人やグループ・団体でスポーツの大会に出場し

ましたか。（どんな規模の大会でもかまい河．。
また、バレー、ソフト、ゲートボールなど、どん

なスポーツでもかまいません0）……………………1．はい　2．いいえ

20・ボランティアとして福祉的な活動をしましたか。1．はい　2．いいえ

21・趣味（料理、囲碁、手芸など）のグループに入って、
勉強しましたか。（職場のグループ、地域のグルー

プなど、どんなグ′レープでもかまいません）……1．はしゝ　2．いいえ

22・体育・スポーツのグループ、クラブ、サークルな

どに入って運動をしましたか。（職場のグループ、
地域のグループなどどんなプ′レープでもかまいま

1．はい　2．いいえ

23・健康のため、自分1人でなにか運動をつづけまし

たか0（たとえばジョギィングなど）……‥＝……‥1．はい　2．いいえ

24・自分の趣味や関心のあることについて自分1人

で／〕づけて勉強をしましたか。……・＝……………1．はい　2∴小え

25・地区の公民館に行きましたか。（どんな目的でも
かまいません）

26・地区の祭りや体育祭・文化祭などに行きました

に出ましたか。

1．はし－　2．いいえ

1．はい　2．いいえ

27・地区の清掃活動や防災活動に参加しましたか。1．はし、2．し小え

28イども会活動や交通安全指導など地域の青少年
のための活動に参加しましたか。…………………1．はい　2．いいえ

29・青年ヰ軋婦人会、老人会などの地域の団体の会合

30・地区や隣組の会合に出ましたか。

1．はい　2．いいえ

1．はい　2．いいえ
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②　学習意識

学習に対する「意識」を把握するために，同じく広義の学習における様々な学習観と，それ

に関わる社会観，子ども観，父親観など56項目（表2－2）を提示し，それぞれへの評価を4

段階（そう思う・どちらかというとそう思う・どちらかというとそう思わない・そう思わない）

において設問した。

表2－2　「学習意識に関する質問表」

Ⅰ次のことについて、あなたはどのように思いますか。「そう思う」場合は1に、「どち

らかというとそう思う」場合は2に、「どちらかというとそう思わない」場合は3に、

「そう思わない」場合は4に○印をつけて下さい。

そ

う

思

●■つ

どそ
ちう
ら思
か う
と
い
つ
と

どそ
ち う
ら思
かわ
とな
いい
う
と

そ
う
思
わ
な
い

1 ．現代 は社 会 の変化が激 しい時代 であ る。 1 2 3 4

2 ．社会 の変化 につい てい くの は大変 な こ とだ と思 う。 1 2 3 4

3 ． これ か らは、 学歴 よ り も実 力が重視 され る と思 う。 1 2 3 4

4 ． これ か らの社 会で は学 校 の勉 強 で得 た知識 や技術 だ けでは不十 分で ある。 1 2 3 4

5 ． これか らは生 活が ます ます便 利 にな るので、勉 強は あ まり必要 でな くな る。 1 2 3 4

6 ．仕事 （職 業）につ いての勉強 をいつ も してい ない と皆か ら置 き去 りにされて し
1 2 3 4

まう。

7 ．仕事 （職 業）の ためな ら無理 を してで も勉 強 すべ きだ と思 う。 1 2 3 4

8 ．資格 や免 許は で きるだ け とってお いた方が よい。 1 2 3 4

9 ．日常生活 のな かで、幅広 い知識 や教養 が必 要であ る。 1 2 3 4

1 0 ．幅 広 い知 識 を得 た り教養 を高 め るため に、生涯 にわ た ってた えず学 習す る こ
1 2 3 4

とは必 要な こ とで ある。

11 ．これ か らは、 自由 な時 間 （余暇 ）が増 える と思 う。 1 2 3 4

12 ．生活 のゆ とりは、趣味 や楽 しみ を持 つ こ とか ら生 まれ る。 1 2 3 4

13 ．趣味 や楽 しみには、時 間や経 費 を惜 しむべ きで はない。 1 2 3 4

14 ．仕事 は ほ どほ どに して、 のんび りや ってい くのが よい。 1 2 3 4

15 ．地域 の人 々 とのつ なが りは薄 くな って きてい る。 1 2 3 4

16 ．近 隣の人 々 との付 き合 いはわず らわ し く面倒 だ。 1 2 3 4

17 ．子供 は遊 ぶ こ とよ り、 まず勉強 す る ことが大事 だ。 1 2 3 4

18 ．子供が学校 で熱心 にクラブ活動 をす る こ とは良 い こ とだ。 1 2 3 4

19 ．子供 は地域 の活動 （清掃活動 、祭 りな ど）に もっと参加 すべ きだ。 1 2 3 4

2 0 ．子供 には家庭 で 親の手 伝 いを させ るべ きだ。 1 2 3 4

2 1 ．子供 は、 自由 にの びのび と、 なんの束 縛 もせ ず に育 て るの が よい。 1 2 3 4

2 2 ．これ か らは婦人 （主婦 も含 め）も職 業 を もった方が良 い。 1 2 3 4

2 3 ．主婦 が 婦人会 や婦人学 級の活 動 に横極 的 に参 加 する こ とは望 ま しい こ とだ。 1 2 3 4

2 4 ．主婦 が趣味 を もった り、 スポー ツを した りす る ことは良 い こ とだ。 1 2 3 4

25 ．主婦 に とって家事 や育 児が最 も大切 な仕事 で手抜 きが あ って はな らない。 1 2 3 4

26 ．青年 団で活躍 す る青年 を好 まし く思 う。 1 2 3 4

27 ．高校 生や大学 生 は、地域 の活 動 （清掃活動 、祭 りな ど）に もっ と参加 すべ きだ。 1 2 3 4

28 ．青年の時期 （高校 生、大 学生 を含 む）には、 もっぱ ら学校 の勉強 や 自分 の仕事
1 2 3 4

に打 ち こむべ きであ る。
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29 ． 自分 の した い こ とがで きるの は青年 （高校生 、大学 生 を含 む）の ころ しか ない。 1 2 3 4

30 ．青年 が 自分達 の した い こ とを思 い き りす るの は多少行 き過 ぎが あ って も容認
1 2 3 4

すべ きだ。

31．老人 の知 恵や能 力 を もっ と社会 に生 か すべ きだ。 1 2 3 4

32 ．祖 父母 が孫 の 面倒 をみ る ことは良 い こ とだ。 1 2 3 4

33 ．老後 の ため に早 くか ら自分 一人 で楽 しめ る特 技 を身 に つけ てお く方が よい。 1 2 3 4

34 ．老人 は老 人だ けで、何 か をす る こ とが良 い。 1 2 3 4

35 ． 日常生 活 の 中で、地 域 の人 達 は いつ も助 け合 わ な けれ ばな らな い。 1 2 3 4

36 ．地 域 の仕 事 （祭 りや体 育大 会 ）や 活動 （清掃 、防 災活 動）に参加 す る こ とは大切
1 2 3 4

な ことだ。

37．地 区 や隣組 の会合 には家族 の誰 か は必 ず出席 す べ きで ある。 1 2 3 4

38 ．父親 （夫 ）は家庭 での家事 を しな くて も当然 だ。 1 2 3 4

39 ．父親 は子供 の 教育 に積極 的 にかか わ るべ きで ある。 1 2 3 4

40 ．ス ポー ツ をす るのは試 合 に勝 つた めで あ る。 1 2 3 4

4 1．ス ポー ツの練 習 は技量 を高 め るた め にす る もの であ る。 1 2 3 4

4 2．ス ポー ツは健康 を保 つた め に も必 要で あ る。 1 2 3 4

4 3．ス ポー ツの良 さは沢 山の仲 間 を得 る こ とが で きる ことにあ る。 1 2 3 4

44 ．趣 味 や スポ ー ツは 自分 の楽 しみ にす る もの だか ら、経 費 な どは すべ て 自分 で
1 2 3 4

負担 すべ きであ る。

45 ．市町村 が 住民 の趣 味的 な学 習や スポー ツ を奨 励 す るた めに、 い ろい ろな援助
1 2 3 4

をす る こ とは必要 な こ とだ。

46 ．御殿場 市 で は成 人 の学 習活 動 は盛 ん に行 わ れ てい る と思 う。 1 2 3 4

4 7．勉 強 す る機 会 や場 は、 御殿 場市 に沢 山 あ る と思 う。 1 2 3 4

48 ．気軽 に図 書館 な どに行 って勉強 して こよ う とい う雰囲 気 が市民 の 間 にあ る。 1 2 3 4

4 9 ．学習 につい ての情 報 を得 る こ とは容 易 で あ る。 1 2 3 4

5 0 ．御殿場 市 の文 化活 動 は盛 んだ と思 う。 1 2 3 4

5 1 ．学校 （小 ・中 ・高等学 校 ）は児童 ・生 徒 だ けで な く、地 域住 民 に もっ と開放 さ
1 2 3 4

れ るべ きだ と思 う。

52 ．教養 を高め た り趣 味 を広 げた りす るた め に、 学級 や講 座 が教育 委 貞会 に よ っ
1 2 3 4

て もっ と開 かれ るべ きだ と思 う。

53 ．御殿 場市 には文化 施設 が十 分 に あ る と思 う。 1 2 3 4

5 4 ．御殿 場市 には住民 が十 分 に利用 で きるだ けの体育 ・ス ポー ツ施 設 が あ る と思
1 2 3 4

う。

5 5 ．地 区の 公民館 は、 地 区の人 々 の つなが りを深 めるた め に十分 に活 用 され てい
1 2 3 4

る と思 う。

56 ．地域 の仕 事 や活動 よ り も個 人 的事情 を優 先 すべ きで あ る。 1 2 3 4

171
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③　学習希望内容とその欲求の程度

一般的な学習観（学習意識）に対し，具体的，かつ潜在的な学習希望欲求を明らかにするた

めに，NHK・放送世論調査所による「学習関心調査」（NHK『放送研究と調査』，83・5）を参

考にして，6分野・370項目にわたる小分類の学習項目を提示し，希望する学習項目を設問した。

さらに，「特に学んでみたい」項目3つに対し，その学習の「目的」「形態・方法」「費用」「開

始時期」を問うことから，欲求度の程度の把握を試みた0尚，この質問の結果に対する分析は

今回行わないため，具体的な学習項目，質問内容については省略する0

④　対象者の基本的な属性

調査対象者の基本的属性把握のため，「1・性別」，「2・年齢」，「3・家族数」，「4・学歴」，「5・

収入」，「6．余暇状況」に関するを質問項目を用意した0

2）調査対象者，実施方法，時期

調査対象者は，まず，御殿場市内において，農村地域の代表として深沢地区，商店街の代表

地域として森の腰，住宅街の代表として北畑の三地区を選び，それぞれの地区から明治生まれ

の人を除いた20歳以上の男女各200名，計600名を等間隔，無作為にて抽出することから確定

そして，上記当該地区の区長を通じ，質問紙を昭和58年3月15日～20日の間に配布，1週

間後，同じく区長により回収，不良票を除いた有効票数は552である（回収率92％）0

3）調査対象者の特性

調査の結果明らかになった対象者の基本的属性について，以下図示する0

対象者の特性（図2－1－7）　　　　（）内はパーセント

図2－1「性　別」

男　　　　　　　　　　　 女　　　　　 N A

245人 304人

3

（44．4） （55．1）

図2－2　「年　齢」

（年齢）
70～74

65～69

60～64

55～59

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

20～24
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図2－3　「家族数」
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※フリーアンサーのため、会社員とのみ記された職種分類不可能なものは「会社員」として一つにまとめた。

図2－5　「学　歴」
旧中高女　旧高9（1．6）

l

　 1 7 8
新 制 高 （3 2 ．2 ）

旧 小 高 小 新 中 新 旧 大
l
58

l
l

l
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旧専　師範
10（1．8）3（0．5）

その他（2㌔）

図2－6　「収　入」
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図2－7　「余暇の状況」
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3．調査結果の概要

1）学習行動の特性

前節において提示した（表2－1）学習行動の調査結果を，領域別に整理し図示したのが図

3－1である。以下，その特色を簡単に記しておきたい。

ア）集団，個人を問わず，狭義の学習への行動（明確な目的意識のもとでの学校等による継続

的系統的学習）は低いが，職場・地域の仲間との関係や，趣味の範囲での個人的学習など広

義の学習行動は認められる。

イ）文化活動に対し，消極的参加（鑑賞など）は半数近いが，積極的参加は低い。

ウ）地域活動への参加は極めて高いが，対象者や目的が限定された活動への参加度は落ちる。

図3－1「学習行動の有無」

制

はい　　　　　　　 いいえ　　　　　　 N A
1 ．家庭学級などの学級に参加しましたか。……………………… 13－21 l　　　 鋸・1　　　 112・7

＼　　　　　　　　　　　　　　 l
度 2 ．先生について習いごとをしましたか。……　　　　　　　　 l17・1 1　　　 79・9　　　 ll2・7

的 ／　　　　　　　　　　　　　　 ／
字 8 ．免許 ・資格を得るために学校に通いましたか。………………　 l13・8l　　　 82・2　　　　 日4・0

習 ／　　　　　　　　　　　　　　　 ＼
6 ．民間のカルチャーセンターで勉強しましたか。………………　 2・911　　　　 93・S　　　 ill■6

地の
学芸

仲字
間習

9 ．鴨場や団体の研修会 ・講習会に参加しましたか。……‥t…・t・ l　 46・2　　 t　　 Sl・l　 ll2・7

／　　　　　　　　　 ／
10．研修や視察のための旅行をしましたか。‥……‥‥‥＝………‥　　 t　 35・5 1　 61・6　　 1巨 1

　 ／
21．趣味のグループに入って勉強 しましたか。　　　　　　　 l 23・4 l　　　 73▼l　　　 巨 4

＼
22．体育 ・スポーツのグループに入って運動 しましたか。………　 l 31－3 1　　 65－4　　　 巨 3

個

3 ．図書軌 こ行きましたか。＝………………………………………・ l 27▲O l　　 69・9　　　 l3・1

　 ／
4 ．テレビ・ラジオの教育番組を使って勉強しましたか。　　　 lll・9l　　　 AZ・2　　　 I2・4

／

人 5 ．通信教育を利用 して飽満 しましたか。　　　　　　　 ・群Ot l　　　　 舶－8　　　　　 3＿3

　 ＼

亨 7 ．免許 ・資格を得るために個人で勉強 しましたか。　　　　　 l 20 5 】　　　 76・4　　 1l3 11

習
＼　　　　　　　　　　　　 ／

23．鍵鷹のため何か運動をつけましたか。　　　　　　　　　 l 29・3 l　　 阻 1　　 日2．5

＼　　　　　　　　　　　 ＼
24．自分の趣味や関心のあることを勉強 しましたか。‥・　　　　 t　 加・6 1　 59＿4　　　 日2＿11

1 1．粛清会に行きましたか。‥・　　　　　　　　　　　　　 l 16・9　 1　 弧 2　 1l2・9

文消

化騰
12・青葉会や漬劇などの会に行きましたか。　　　　　　 ⊂ コ ≡

か 13・展覧会に行きましたか。…・t…　　　　　　　　 ［：二重

へ書

の加

14・スポーツの試合の観戦にでかけましたか。　　　　　　 ⊂ ：互

15・美術館や博物館へ行きましたか。……‥　　　　　　　 ⊂ 互 互

文構
16．個人やグループで文化祭などに出場 しましたか。　　　　　　　 13．4

化棒
針

へ春

17．展覧会や文化祭などに作品を出品 しましたか。　　　　　　　　 13．2

18．俳句 ・短歌などを難詰などに発表 しましたか。………………　4・3

の加】 19・個人やグループで スポーツの大会に出場しましたか0　　　 ⊂＝ ≡

20・ボランティアとして福祉的な活動をしましたか。………・＝…　 巨 互［＝

地

域

活

動

25．地区の公民館へ行きましたか。・・・…‥‥‥……・

26．地区の祭り・体育祭・文化祭などに行きましたか。……・・

27．地区の防災活動や清掃活動に参加しましたか。・・……・‥‥

28．子ども会活動など雷少年活勤に参加しましたか。…

29．雷年団などの団体の会合に出土したか。‥…‥‥…………‥‥‥

30．地区や隣組の会合に出ましたか。・…＝
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2）学習意識の特性

学習行動と同様に，図3－2～5に基づき，学習意識の特色を以下簡単に記しておきたい。

ア）学習観を見るに，知識，教養あるいは学習団体への欲求度は高い。他方働くこと自体や仕

事と関係する学習に対しても，かなり積極的である。しかし，余暇のあり方との関わりにつ

いては意見がわかれる。

イ）スポーツ観については，一般的な健康の保持や仲間の獲得という点では大多数が肯定する

が，より具体的な，技量，勝負，経費負担という点では答えがわかれる。

図3－2　「学習・スポーツ観」

字

12 ．9 11 ．6

3 ・ これ か らは学 歴 よ りも実 力が 重視 され ると思 う。 …‥　　　 l　 什 l l 31．3 1 l l3．1

。． これ か らは学 校 の勉強 だけで は不十 分だ。 ‥　　　　　 6．8 ＼ ■ 2．．冊 i…三…

3．ト「

習

畿

5 ． これ か らは勉 強 はあ まり必要 でな くな る。 ……… ……… ……　 2．9 ’13 ．4　　　　 79．7　　　　　 2．リ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2，7

8 ．資格 ・免許 はで きるだ け とっておい た方が よ しゝ。　 l 75 1 1 18 ．3 肝 二g

　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ J J ・9

9 ． 日常 生活 では嶋広 い知義 が必層 だ。 ：‥　　　　 l 休．8 】 23．6 m l2．を5

　　　　　　　　　　　　　　　 1 1 1・7

10 ．生掛 こわ たって学 習す る ことは必要 だ。　　　 l 随，3　 い 4．5 r lぎ1■J

杜

1 ∴現代 は社会 の変化 が激 しい時代 だ。 ‥‥　　　　 l　 72．5　 1 22桶 ；ざ去㌢

A
J＝ 一一一一r　 ノ／／ l
覿 2 ・社会 の変化 につ いてい くのは 大変だ。　　　　　　　　　　　　 47・l l か ．7 1 1 日2．2

13．0 7 ，8

仕
事

と

9 ．2 r】6．5
6 ・仕事 の勉強 を しない と皆 か ら鷹 きよ りに きれ る。 ………　　 l　 諭 ・5　 l 23・6 1 1■l2．2

／　　　　 ′ 1． 8 ＿7
7 ・仕事の ため な ら無理 を して も勉強 すべ きだ。 …・　　　　 l　 44・2　 1 32 ．1 t13，q ■卜 4

　 ／　　　　 一．一・′　／

余 1 1・ これ か らは 自由 な時 間が増 える と思 う。…‥　　　　　　　　 23・7 Ⅰ 27 ・S l 21・4 l 25 ．7 lIl．6

暇

へ
の
意

濃

12 ．生活の ゆ と りは趣味 や楽 しみか ら生 まれ る。 ……… ……… … l 鎚デ ュ ー＝宕 汽 而 …‡…

一一一一‾′　 一′一′二／　 ／

13 ・趣味 に時間 ・経 雷 を惜 しむべ きでは ない。　　　　　　　 l 23・2 l 28 ・6 l 22．6 1 21．9 t 3．6

／　　　　 ／　　　　　 ／　　　 l
14 ■仕事 はほ どほ どに しての んび りやるの が よい。 …… ……… … 12・3 l 21・9 l 29 ．O l 封．2　 日 2．5

ス

ポ

l

10 ．7

40 ・ス ポーツす るの は試 合 に勝 つ ためで ある。… ……… ……… … 7 ・11 1 1 29 ■5 1　 49．3　 1l2 ・9

　 ＼　　　＼　　　　　　 ＼　　　　　　　 J

4 1・スポ ーツの練 習 は技 量 を高め るため にある。 ……・　　　　 l 20 ・3 1 23 ，7 l 25．9 l 雑 ．8　 日 2 ．9

1 、－ ここここここら さL lF l・う

42 ◆ス ポ‾ツは健鷹 を保 つ ために も必 軋　　　 l 76 ■1 ／ 1 19－2 1等■・毒

ツ 43 ・ スポーツの良 さは沢 山の仲 間 を得 られ る ことだ。　　　　 l　 泌・2　　 1 肌 6　 日 ■12二7

観 　 ／　　　　　　 ／　　 ／　 10 ．3

44 ・趣味 ・スポ ーツの経 雷は 自分で 負担す べ きだ。 …… ……… …　 t　 乱 O l 31・0 1 20・8 l H ラ・9

＼　　　　　 ＼　　 1　 5．8

45 ．市町村 の住民 の スポー ツへの援助 は必 要だ。　　　　　　 l　 40・6　 l 駕．8 11314日 13 ．4

ウ）市民の学習行動への一般的評価は低くないものの，個別的，具体的な行動に対する評価は

低くなる。

エ）同じく，御殿場市の学習環境（情報量，学習機会，施設など）への評価も特に低いわけで

はないが，その利用度，活用度や学習欲求の高さに比較すれば，不満度が高い。従って行政

に対する要求は高い。
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図3－3　「学習状況への評価」
■－■－　一一■・　　－　－　－－－　　　　　　　　　　　　■‾　　　　‾　　－－　l

46．御殿場J）成人7背活動は盛ん／さ。

47．勉強の機会・場け御殿場には沢山ある。

48　繋．軽に勉強できる寡聞気が市民の間にある。

49　芋習について〟情報を得ることiJ零易だ。

環
埠
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巾
民
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芋
習
状
況
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習
施
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へ
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充
足
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．50　御殿場J）文化活動は盛んだ。

‾＝＿71÷：コ「■＝ここ＿－t＿こせ51学校は地域化民にもっと開放されるへき／∴

52　講座が教育委員会によりも∵）と開かれるべきだ。

53　御殿場に㍑て化施設が十畑：ある）

54　御殿場に；士体育施設が†分i二ある

55　地〆の公民館にト分に活印されて■▲ろ

オ）地域活動参加への評価は非常に高い。

8　2

しかし，個別的，具体的な現実の行動のレベルの評

価については意見がわかれる。

図3－4　「地域活動への評価」

15　地域の人々のつながりは薄くな一ノてきている。

地
域
活
動
へ
の
評
価

16　近隣との付き合いは面倒だ。

56　地域よりも個人を優先すべきである。…・・‥

35．日常・地域の人達は助け合わねばな・■ノなし、。

36．地域の仕事・活動は参加することは大切だ。

37．地区の会合には必ず出席すべきだ。

が世代別行動様式への価値意識

母親……伝統的役割から離れようとする指向性は認められるが，全体として家庭を守ること

が前堤となる。

子ども…勉強より遊び，クラブ活動，地域活動，親の手伝いを重視するが，育て方について

は意見が分れる。

青年……地域活動参加や仕事中心を評価し，自由に行動することの評価はやや厳しい。

老人……社会的参加への要求は非常に高く，老人だけが集まることについてはやや否定的で

ある。

図3－5　「世代別意識」

、
巨
婦
　
（
婦
人
）

22　これか・■）は婦人も職業を持－）たわが良い．、

23　主三婦が活動に参加することは望ましし㌧

24　主婦が趣味を持つことは良いことだ。

25．主婦にとって家事・育児は長も人VJなり手／∴

38．父親は家事をしなくても当然だ。

鞄l39．父親はr・供の教育に積極的iこなるへきだ。

「17．子供は遊ゾより勉儀が大切だ。
18　r供がクラブ活動をするのは良しlことだ、

し‘119　チ供は地域活動にもっと参加すべき／∴

20．子供には親の手伝いをさせるべきだ。

21．子傍は自由にのびのびと育てるのが良し、。
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l26

青【27

青年団で活躍する青年を好ましく思う。・…・

学生は地域活動にもっと参加けべきだ。

∴∵こき：二二∴：∴
弓30．雷年連のすることはなるべく容認すべきだ。

－－　－1－　－－

老

人

31．老人の知恵をもっと社会（こ生かすべきだ。

32．祖父母が孫の面倒をみることは良いこと′さ。

33　老後のために特技を身につけておく〕つが良いっ

34　老人は老人だけで何かをするJ）が良い。

】
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4．学習行動の類型化

これまで学習行動と学習意識の全体的傾向について略述してきた。更に通常の調査分析では

上述の個々の項目相互の・あるいは属性とのクロス集計などにより，より詳細な吟味が行われ

ることが多い0しかし，本調査の意図は第一節に明示したように，「学習意思」把握のための基

礎作業の一つとして、様々な学習行動が全体としてどのような連関と構造を持っているかを、

その類型化を通じて解明することにある0そのために必要なことは複雑多様な現象の中に潜在

する基準を見つけ出し，それに基づき整序することから，特定のまとまりを見出すことが可能

になる方式である。その方法として・ここでは多変量解析の一つである数量化第1ⅠⅠ類による分
析を試みた。

表4－1は30種類の行動の質問それぞれ「はい」（a）と答えた者と「いいえ」（b）と答えた

表4－1「カテゴリー・ウェイト値」

カ テ ゴ リー 第　　 Ⅰ　　 軸 第　　 ⅠⅠ　　 軸 第　　 ⅠⅠⅠ　　 軸

1 － a 0 ．0 6 40 7 72 0 ．0 3 59 8 3 3 0 ．08 8 5 1 14
2 － a 0 ．0 6 3 13 09 －0 ．0 8 74 96 9 0 ．1 05 4 37 4
3 － a 0 ．0 8 36 4 2 1 －0 ．118 7 5 34 0 ．0 03 95 5 8
4 － a 0 ．0 7 55 09 7 －0 ．0 73 5 19 4 －0 ．0 28 90 7 3
5 － a 0 ．0 29 6 64 5 －0 ．0 5 12 30 7 －0 ．0 19 39 7 2
6 － a 0 ．0 16 4 94 9 －0 ．0 24 0 5 76 0 ．00 2 8 76 1
7 － a 0 ．0 69 0 35 2 －0 ．0 93 6 18 4 －0 ．09 5 73 3 5
8 － a 0 ．0 4 1 142 1 －0 ．0 82 199 6 －0 ．03 3 33 84
9 － a 0 ．2 00 4 2 14 0 ．0 05 8 79 1 －0 ．08 96 2 2 7
10－ a 0 ．168 139 1 －0 ．0 18 3 70 0 －0 ．0 744 6 38
1 1－ a 0 ．18 9 5 8 77 －0 ．04 5 5 53 6 0 ．0 7 18 4 9 3
12－ a 0 ．124 8 86 1 －0 ．147 9 06 3 0 ．2 2 4 7 19 3
13－ a 0 ．18 7 182 6 －0 ．1 06 34 4 8 0 ．1 126 9 7 7
14－ a 0 ．16 9 8 45 2 0 ．1 27 00 3 3 －0 ．2 2 13 8 38
15－ a 0 ．15 70 49 4 －0 ．19 0 3 13 8 0 ．0 7 09 7 02
16－ a 0 ．08 0 58 3 8 －0 ．06 103 0 9 0 ．0 2 95 18 3
17－ a 0 ．08 15 07 6 0 ．00 174 9 1 0 ．0 88 5 3 74
18－ a 0 ．0 15 1 03 6 －0 ．02 5 24 4 1 0 ．0 0 9 128 0
19－ a 0 ．15 19 59 8 0 ．13 7 36 15 －0 ．3 5 18 8 08
2 0－ a 0 ．10 7 9 03 4 －0 ．02 2 13 0 7 0 ．0 3 05 8 3 1
2 1－ a 0 ．12 2 26 88 －0 ．06 5 09 78 0 ．0 6 06 58 7
2 2－ a 0 ．13 0 45 10 0 ．02 1 40 6 5 －0 ．3 3 3 115 9
2 3－ a 0 ．09 6 66 16 0 ．00 8 53 5 2 －0 ．125 8 79 9
2 4－ a 0 ．13 2 7 12 7 －0 ．16 46 8 54 －0 ．0 3 7 17 14
2 5－ a 0 ．14 6 33 34 0 ．2 3 29 9 9 0 0 ．0 73 8 29 1
2 6－ a 0 ．13 96 9 8 0 0 ．2 109 5 6 7 0 ．0 4 7 185 2
2 7－ a 0 ．10 82 7 73 0 ．2 6 58 3 46 0 ．1 35 3 0 13
2 8－ a 0 ．10 36 2 6 1 0 ．10 45 0 2 7 0 ．06 2 7 48 4
2 9－ a 0 ．14 58 8 0 1 0 ．2 0 03 1 92 0 ．15 2 4 26 9
3 0－ a 0 ．14 26 5 78 0 ．2 5 76 0 06 0 ．1 39 2 04 7
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者に対し，数量化第ⅡⅠ類による分析の結果，各質問項目に与えられた3つの数値（カテゴリー

ゥェィト値）の一覧表である。この三種の数値は，いわば30種類の行動を分類するための三本

の軸上に与えられた数値である。

従って，この三本の軸を交又させることにより三次元のグラフを描くことができる。そして

各質問に与えられた三つの数値をもとに各質問項目をグラフ上にプロットし，そのまとまり具

合を見ることから類型化が可能になる。そこでまず30種の行動項目（各質問項目のa）をそれ

ぞれの十一の記号の組み合わせにより位置づけられる空間にもとづき分類したのが表4－2で

ある。

表4－2　「学習行動の類型（Ⅰ）」

類　　 型 項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 目
空間 記 号

第

空 （刃
間

＋
＋

1 － a ．家庭教育 学級 な どに参加 した。　 27－ a ．地 区の清掃活動 な どに参加 した。

17－ a ．展覧会 に作 品 を出品 した。　　 28 － a ．子 ども会 活動 な どに参 加 した。

＋ 25－ a ．地 区の公 民館 に行 った。　　　 29－ a ．青年 団な どの会 合 に出 た。

26－ a ．地 区の祭 りな どに行 った。　　 30－ a ．地 区 や隣組 の会合 に出 た。

琴
＋

9 － a ．職場 な どの研修 会 ・講 習会 に参加 した。

14－ a ．ス ポー ツの試合 の観 戦 にでか けた。

垂 （B） ＋ 19－ a ．個 人 や団体 で スポー ツの大 会 に出場 した。

間 22－ a ．体 育 ・スポー ツの グルー プな どに入 って運 動 した。

23－ a ．健康 の ため 1 人 で なにか運動 をつづ けた。

彗
＋

2 － a ．先 生 につい て習 い ご とを した。　 3 － a ．図書館 に行 った。

6 － a ．民 間 の カル チ ャーセ ンターで勉強 した。

11－ a ．講 演会 に行 った。　　　　　 12－ a ．音楽 会 な どの会 に行 った。

垂 忙）

間
＋ 13－ a ．展覧会 に行 った。　　　　　 15－ a ．美術 館 や博 物館 に行 った。

16－ a ．個人 や団体 で音楽 会 な どに出場 した。

18－ a ．俳句 な どを雑誌 な どに発表 した。 21－ a ．趣味のグループに入って勉強 した。

第

・崇 の
＋

4 － a ．テ レ ビや ラジオの教育 番組 を利用 して勉強 した。

5 － a ．通信 教育 を利 用 して勉 強 した。

7 － a ．免 許 や資格 を取 るた めに個 人 で勉 強 した。

二⊂：．
間 8 － a ．免許 や資格 を得 るた めに学 校 に通 った。

10－ a ．研 修 や 視 察 の た め の旅 行 を した。

24－ a ． 自分の趣味などについて勉強 した。

更に，それぞれの空間の中で各項目がどのように関連しているかを見るために，各項目に与

えられた3種の数値を基にグラフを描き，そのまとまり具合を図示したのが図4－1である。
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図4－1「カテゴリー・ウェイト値による学習行動分布図」（10‾1）

※第ⅠⅠⅠ軸は各点からの矢印で示す。

上向きはプラス下向きはマイナス

数字はその得点を示す。

15－b美術館・博物館

投票姉．関心）あることJ舶

12－b音楽会・痛劃・竃綿の暮れ

－2　22

工？ib買電

会 1‡

免許や資格の個人勉強7－b

3－b図書鮒

∴．ミ免許や資格J）7校

1

∠

35　†

地区の清掃・防災活動

一al

27

0　47

地区の祭り
26－a

1．39

30－a地区や隣組の会合

25－a地区の公民館

1．52

29－a地域の団体の会合

179

スポーツの大会出場

19－a

－3．52
14－a スポーツの孟式合観戦

－2．21
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この表4－2と図4－1から判断するに，学習行動は次のような類型化が可能になる0

1．第一空間（A）

2．第二空間（B）

3．第三空間（C）

4．第四空間（D）

加えて，第二空間（B）

では，地域活動型（1）と学級参加型（3）に分かれる0

では，スポーツ娯楽型（1）とスポーツ学習型（2）に分かれる0

では，教養学習型（1）と文化鑑賞型（2）に分かれる0

は，資格学習型（1）であ争。

の「9－a職場研修会」と第四空間（D）の「10－a研修，視察のた

めの旅行」は，図4－1から判断するに，第ⅠⅠ軸上では＋と一に分かれるが，実質的には近い

距離にある。従って同一グループと考えられる。

以上のことから，学習行動の類型は，大きくは4グループ（㈱（B）（C）㈲）0その中において

は8グループ（㈱－（1）・（3），（功一（1）・（2），（Cト（1）・（2），鋤－（1），（B）－（3）＋鋤－（3））に分けられ

る。（表4－3参照）

表4－3　「学習行動の類型（ⅠⅠ）」

類　　 型 項　　　　　　　　　　　　 目
記号 ／ヽ

（刃

ロ

＋
＋
十

（1）
27－ a 地 区 ・清 掃 ・防災，30－ a 地 区会合，25－ a 地 区公民館・26－ a 地 区祭 り，29－ a

地 域団体 会合，

（2）● 28－ a 地域子供 会，

（3） 1 － a 学級参加 ， 17－ a 作 品出品，

（B）
＋
＋

（1） 19－ a スポー ツ大会 出場， 14－ a ス ポー ツ観戦 ，

（2） 22－ a 体育 グルー プ， 23－ a 健康 の ため運動 ，

（3）㊥ 9 － a 職 場研修 会，

の
＋

＋

（1）
6 － a カルチ ャーセ ンター，18－ a 俳 句等発 表，16－ a 文化祭 出場 ・ 2 － a 習 い ご と・

21－ a 趣 味の グルー プ， 3 － a 図 書館 ，

（2） 13－ a 展覧会， 12－ a 音 楽会等鑑 賞， 15－ a 美術館 ・博 物館，

（3）● 11－ a 講演会 ， 20－ a ボラ ンテ ィア，

（功
＋

（1） 5 － a 通信 教育， 4 r a 教育 番組， 8 － a 免許 学校， 7 － a 免許個 人・

（2）■ 24－ a 趣 味 ・関心 ，

（3）㊥ 10－ a 研修 ・視 察，

注　∩＊印は同じ大類型の中にあっても少し位置が離れているものo

J㊥印B（3）とD（3）はⅠ軸を若干回転させると同じ小類型に属する0

今後，この実証的に得られた学習行動類型を，さらに属性とのクロスや各個人における行動

比率などから，より詳細に吟味し，加えて学習意識との関わりを明らかにする事から，「学習意

思」の実態を解明していきたい。（未完）撫
※・なお，この点については一部，第四回日本生涯教育学会にて発表。

・本調査のコンピューターによる統計処理は，本字教官の望月雄蔵先生に全面的な協力を願いました〇

・本報告の表・図は本字部四年（社会教育研究室）内藤純一・深山孝之・滝多鶴代の協力により作成0
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